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市
政
に
関
す
る 

一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要 

９月１５日、１６日に

議員２１名が市の考

えをただしました。

主な質問、答弁の

要旨を紹介します。

　

問
：
分
団
器
具
置
場
は
、
地

域
防
災
の
要
と
な
る
も
の
で
、

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
無
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
市
と
し
て
、
分
団

器
具
置
場
に
関
し
、
ど
の
よ
う

な
基
本
的
考
え
を
持
ち
、
今
後

の
建
て
替
え
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
杉
久
保
地
区
の
第　
１０

分
団
器
具
置
場
は　

年
度
に
移

２３

転
、
建
て
替
え
す
る
計
画
で
進

ん
で
い
ま
す
が
、
計
画
の
経
緯

と
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
分
団
器
具
置

場
は
単
に
消
防
ポ
ン
プ
車
を
格

納
す
る
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、

分
団
活
動
や
災
害
時
の
地
域
の

防
災
拠
点
に
な
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
一
定
の
期
間
が
過
ぎ

た
も
の
か
ら
、
順
次
、
計
画
的

に
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
第

分
団
器
具
置

１０

場
の
建
て
替
え
は
、

年
度
に

２２

設
計
を
行
い
、

年
度
に
冨
谷

２３

児
童
公
園
東
側
へ
移
転
・
建
設

す
る
計
画
で
す
。

答
（
消
防
本
部
参
事
）
：
移

転
先
は
、
平
坦
な
土
地
で
交
通

量
も
少
な
く
、
災
害
出
場
時
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
杉
久
保
・

上
河
内
地
区
の
防
災
拠
点
と
成

り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
移
転
先
が
駐
車
場
な
ど

と
し
て
使
用
し
て
い
る
た
め
関

係
者
と
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
て
替

え
前
と
床
面
積
が
同
じ
で
あ
れ

ば
個
人
負
担
な
し
と
な
る
そ
う

で
す
。

　

市
内
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組

合
や
住
民
の
方
々
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
市
は
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答
（
市
長
）
：
本
市
は
、
県

央
地
域
の
中
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
く
存
在
す
る
市
で
す
。
マ

ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
集
合
住
宅

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
が
入

居
し
て
お
り
、
規
模
が
大
き
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
管
理
組
合
の
方
々
の

苦
労
が
、
少
し
で
も
減
る
よ
う

に
「
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
無

料
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
さ
つ
き
町
の
団
地

に
つ
い
て
は
、
建
物
の
老
朽
化

や
入
居
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
住
民
の

方
の
考
え
方
が
一
つ
に
ま
と
ま

れ
ば
、
行
政
と
し
て
で
き
る
こ

と
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

問
：
市
で
は
、
海
老
名
駅
を

は
じ
め
と
し
た
各
駅
周
辺
で
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
が
、

昭
和　

〜　

年
で
あ
り
、
さ
つ

４７

４８

き
町
を
は
じ
め
中
新
田
、大
谷
、

下
今
泉
と
、
そ
の
後
も
次
々
と

建
設
さ
れ
、
築
後　

年
を
越
え

３０

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
建
物
は
、
個
人
の
財
産

で
あ
り
、
ま
ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
団
地
の
管
理
組
合
が
対
応
す

る
も
の
で
す
が
、
大
規
模
な
も

の
の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
行

政
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
ず
、

ま
し
て
、建
て
替
え
と
な
れ
ば
、

到
底
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
の
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
は
、
建
て
替
え
が
計

　

問
：
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
工

事
が
進
み
、
橋
げ
た
が
架
か
っ

て
く
る
と
、
高
架
下
の
利
用
に

つ
い
て
の
質
問
が
、
地
域
住
民

か
ら
毎
回
出
さ
れ
ま
す
。
高
架

下
の
空
間
は
、
地
域
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
空
間
で
す
。
高
架

下
利
用
の
進
捗
状
況
と
、
そ
の

他
の
地
区
で
の
拡
大
が
可
能
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
中
野
地
区

か
ら
県
道
横
浜
伊
勢
原
を
抜
け
、

戸
沢
橋
か
ら
高
架
下
を
通
り
、

寒
川
町
に
接
続
す
る
新
設
道
路

の
要
望
が
地
元
自
治
会
か
ら
出

て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
可
能

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
海
老
名
南
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
に
つ
い
て

は
、
３
月
に
土
地
の
一
時
使
用

許
可
を
中
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
よ
り
受
け
て
お
り
、
８
月

か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
利

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
架

下
利
用
の
検
討
は
、
河
原
口
河

畔
公
園
や
中
野
多
目
的
広
場
付

近
の
ほ
か
、
厚
木
駅
付
近
と
海

老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
、

門
沢
橋
地
区
の
５
カ
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
設
道
路

を
設
置
す
る
に
は
、
事
業
者
が

行
う
機
能
回
復
道
路
と
は
別
に

市
費
を
投
じ
る
必
要
性
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
に
通
過
交
通
車

両
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
有
効
で
あ
り
、
地
元
要
望

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の

国
土
交
通
省
と
協
議
す
る
よ
う

担
当
課
へ
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

問
：
市
は
４
月
、
平
和
市
長

会
議
に
加
盟
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
め

ぐ
る
世
界
と
国
内
の
情
勢
を
ど

う
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
和
行
政
の
充
実
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。　

答
（
市
長
）
：
５
月
の
核
拡

散
防
止
条
約
再
検
討
会
議
で「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
と

い
う
目
標
と
将
来
に
向
け
た
行

動
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
文
書

が
採
択
さ
れ
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
秋
葉
広
島
市
長
が
、

あ
き 

ば

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価

さ
れ
、
ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ

イ
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
称
賛

に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。

答
（
市
民
協
働
部
長
）
：
市

で
は
毎
年
８
月
と

月
に
懸
垂

１２

幕
で
平
和
都
市
宣
言
を
周
知
し
、

ま
た
、「
平
和
講
演
会
」
、「
平

和
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
開
催
し

て
平
和
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に

年
８
月
に
は

２２

「
平
和
映
画
会
」
で
パ
ネ
ル
展

示
と
被
爆
体
験
の
お
話
し
も
実

施
し
ま
し
た
。

年
度
以
降
も

２３

さ
ら
に
充
実
し
た
企
画
を
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

　

問
：　

年
度
か
ら
夏
休
み
期

２１

間
に
試
行
実
施
し
て
い
る
「
少

年
少
女
消
防
体
験
研
修
会
」
の

内
容
と
２
回
の
試
行
を
終
え
て

「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
設
立
の

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
防
災
意
識
の
向
上
が
不
可
欠

で
す
。
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
防
火
・
防
災
に
関
す

る
意
識
付
け
、
将
来
の
地
域
防

災
の
担
い
手
を
育
て
る
基
盤
活

動
、
ま
た
活
動
を
通
し
て
貴
重

な
人
生
経
験
を
得
ら
れ
る
な
ど

「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
が
果
た

す
役
割
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
設
立
に
つ
い
て
は
、
市

制
施
行

周
年
の
節
目
の

年

４０

２３

４
月
に
時
期
を
早
め
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

答
（
消
防
本
部
参
事
）
：
屋

内
消
火
栓
を
使
用
し
て
の
放
水

訓
練
、
起
震
車
を
使
っ
て
の
地

震
体
験
、
火
災
の
模
擬
体
験
が

で
き
る
煙
体
験
ハ
ウ
ス
、
三
角

巾
を
使
用
し
て
の
応
急
手
当
や

自
動
対
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

　

問
：
障
が
い
の
あ
る
児
童
生

徒
は
座
間
養
護
学
校
を
は
じ
め

伊
勢
原
市
、
相
模
原
市
な
ど
の

市
外
に
通
学
し
て
い
ま
す
が
、

市
内
に
養
護
学
校
を
設
置
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
市
内
関
係

団
体
か
ら
あ
り
ま
す
。
本
市
を

中
心
と
し
た
県
央
地
区
に
養
護

学
校
を
建
設
設
置
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
市
民
要
望
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。答

（
市
長
）
：
ご
指
摘
の
と

お
り
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
市
外
の
養
護
学
校

へ
通
学
し
て
い
る
状
況
、
定
員

を
超
え
た
場
合
に
希
望
通
り
の

学
校
を
選
択
で
き
な
い
状
況
を

認
識
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
保

護
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
教

育
委
員
会
を
通
じ
、
県
に
対
し

て
県
央
地
区
へ
の
学
校
設
置
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
：
養
護
学
校

は
、
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
の

教
育
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
助

言
支
援
を
行
う
「
セ
ン
タ
ー
機

能
」
も
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
県
に
対
し
強
く
設
置

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
：
北
海
道
登
別
市
か
ら
や

っ
て
く
る
ポ
ニ
ー
に
つ
い
て
、

受
入
体
制
と
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

活
用
方
法
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動

物
園
の
開
園
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：

月
初
旬
を

１０

め
ど
に
ポ
ニ
ー
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
充
実
し
た
施
設
と
豊
富

な
経
験
を
持
つ
相
模
原
麻
溝
公

園
「
ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
」
に

飼
育
と
調
教
を
依
頼
し
、
そ
の

間
に
海
老
名
運
動
公
園
を
受
入

施
設
の
第
一
候
補
と
し
て
課
題

整
理
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
う
さ
ぎ
、
モ
ル
モ
ッ
ト

な
ど
小
動
物
を
揃
え
、
ポ
ニ
ー

を
中
心
と
し
た
ふ
れ
あ
い
動
物

コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
心
の
い

や
し
と
や
さ
し
さ
を
培
う
場
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
市
長
室
長
）
：

月
１０

２４

日
の
命
名
式
の
ほ
か
３
回
程
度

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
市
民
と
ふ

れ
あ
う
場
を
設
け
ま
す
。
受
入

施
設
が
完
成
し
た
後
は
、
引
き

馬
に
よ
る
乗
馬
、
ブ
ラ
シ
が
け

や
馬
小
屋
清
掃
体
験
な
ど
動
物

の
優
し
さ
と
暖
か
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
「
ポ
ニ
ー
教
室
」
を
考

え
て
い
ま
す
。

Ｄ
）
の
操
作
な
ど

項
目
に
わ

１０

た
る
内
容
で
少
年
少
女
消
防
体

験
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

％
の
児
童
生
徒
が
、
ま
た
参

９９加
し
た
い
と
回
答
を
し
、
消
防

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え

る
結
果
で
し
た
。

▲起震車による地震体験

新
政
海
ク
ラ
ブ　

藤
澤　

菊
枝

杉
久
保
第　

分
団
器
具
置
場

１０

建
て
替
え
計
画
は

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ　

外
村　

昭

市
の
対
応
は

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
問
題

新
政
海
ク
ラ
ブ　

市
川　

敏
彦

高
架
下
の

　
　

有
効
利
用
に
向
け
て

日
本
共
産
党　

佐
々
木　

弘

平
和
行
政
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　

向
け
て

新
政
海
ク
ラ
ブ　

森
下　

賢
人

早
期
設
立
を
望
む

　
　
　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

海
政
会　

飯
田　

英
榮

市
内
に
養
護
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　

設
置
を

新
政
海
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

守

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園

　
　
　

開
園
構
想
を
問
う


